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令和７年９月期〔週報第３６～３９週（９／１～９／２８）〕 

 

１ 全数把握（速報値） 

１～５類感染症は，６３件（前月：１６１件）だった。 

１類：なし 

２類：結核＝２件 

３類：なし 

４類：レジオネラ症＝１件 

５類：劇症型溶血性レンサ球菌感染症＝２件 

後天性免疫不全症候群（ＨＩＶ感染症を含む）＝１件 

梅毒＝７件 

百日咳＝５０件 

１０歳未満 ＝１９件 

１０歳代  ＝２５件 

２０歳以上 ＝６件   

 

 

２ 定点把握 （※注：先月期：５週間・前年同月期：４週間での比較） 

⚫ 定点把握疾病のうち週報疾病（急性呼吸器感染症※，インフルエンザ／ＣＯＶＩＤ－１９定点，小

児科定点，眼科定点，基幹定点）は，定点医療機関当り３７６．５２件（９４．１３／週）であり，

前月期と比較し，１．１２倍であった。【参考値：前月期４２０．５０件（８４．１０件／週）】 

※急性呼吸器感染症は第１５週から集計開始 

⚫ 定点把握疾病のうち月報疾病（ＳＴＤ定点，基幹定点）は，７１件（前月は４５件）だった。 

 

 

【前月期比または前年同月期比で，報告数の多かったあるいは増減が顕著だった疾患】 

疾病名 定点当り報告数 前月期比較（週あたり比） 前年同月期比較（週あたり比） 

インフルエンザ ５．４２件 
 （１３．５４倍） 

※前月期は０．５０件 
 

（５１．６２倍） 

※前年同月期は０．１０件 

ＲＳウイルス感染

症 
１２．２９件 

 （１．２４倍） 

※前月期は１２．４３件 
 

（２０．６５倍） 

※前年同月期は０．６０件 

マイコプラズマ肺

炎 
２０．００件 

 （１．０２倍） 

※前月期は２４．５０件 
 

（３．４８倍） 

※前年同月期は５．７５件 

※今月期：４週間・先月期：５週間・前年同月期：４週間での比較 
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３ 警報，注意報   

３６週 警 報：伝染性紅斑（県西、県北、県全体） 

 注意報：なし 

３７週 警 報：伝染性紅斑（県西、県北、安足、県全体） 

         A群溶血性レンサ球菌咽頭炎（県北） 

 注意報：なし 

３８週 警 報：伝染性紅斑（県西、県北、安足、県全体） 

         A群溶血性レンサ球菌咽頭炎（県北） 

 注意報：なし 

３９週 警 報：伝染性紅斑（県北、安足、県全体） 

         A群溶血性レンサ球菌咽頭炎（県北） 

      注意報：なし 


